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全２講座 2019/2/1より開講〈6日間〉

2019/2/1（金）、
2（土）、3（日）

2019/3/23（土）、
24（日）、25（月）

難解事例から探る『土地評価の事例検討』

土地評価にまつわる様々な論点を
判例・裁決事例から確認！！

新刊「難解事例から探る財産評価のキーポイント第３集」を追加使用新刊「難解事例から探る財産評価のキーポイント第３集」を追加使用
¥97,000

¥97,000

￥44,000お得！

¥150,000
単独申し込みより

NEW!NEW!

税理士　笹岡宏保先生による　【土地評価実務大学院】（全６日間）

東京定額制クラブ会員（プレミアム会員）、TAPチケット10使用

大阪定額制クラブ会員割引対象者
TAP実務家クラブ会員、相続アドバイザー協議会認定会員

東京定額制クラブ会員（プレミアム会員）



【プロフィール】
1962年兵庫県神戸市出身。1981年関西大学経済学部入学。1983年大原簿記
専門学校非常勤講師就任。1984年税理士試験合格。1985年関西大学経済学
部卒業。その後、会計事務所に勤務（主に相続・譲渡等の資産税部門の業務を
担当）。1991年笹岡会計事務所設立。現在、多くのクライアントの税務申告代理
を行っている一方、各税理士会の「統一研修会」等の資産税講師、民間研修機
関の講師として活躍している。

【主要著書】
◆『＜相続税・贈与税＞財産評価の実務』 （清文社）
◆『Ｑ＆Ａ　税理士のための税務判断実務マニュアル』 （清文社）
◆『詳解小規模宅地等の課税特例の実務　重要項目の整理と理解』 （清文社）
◆『これだけはおさえておきたい相続税の実務Ｑ＆Ａ』 （清文社）
◆『難解事例から探る 財産評価のキーポイント』第１集、第２集（ぎょうせい）
◆『ケーススタディ 相続税財産評価の税務判断』（清文社）

2019年 2月1日（金） 2日（土） 3日（日）

全2講座全2講座

難解事例から探る『土地評価の事例検討』

〈３日間〉

第１講座

2019年 3月23日（土） 24日（日） 25日（月）
土地評価にまつわる様々な論点を判例・裁決事例から確認！！

〈３日間〉

第２講座

土地評価と評価通達6項の適用（『特別の事情』の有無）の可否

土地評価と租税回避行為

土地評価と同族会社の行為計算の否認

不動産鑑定評価と相続税評価との関係

評価通達に定められている『抽象的な用語（例えば、貸家建付地評価における
賃貸割合の算定における「一時的な空室」という用語）』の解釈
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土地評価実務大学院

土地評価の実践的レベルとして、国税不服審判所が示した裁決事例（主に非公開
とされている事例を中心として）の中から、実務上、有益であると考えられるものを
厳選してご紹介します。テキストには、『難解事例から探る財産評価のキーポイン
ト』（㈱ぎょうせいより刊行）（全3冊：PART1、2、3）を使用して土地評価に係る神髄
の論点（通達や実務問答集だけでは読み切れない土地評価の『肝』とも言える部
分）を確認いたします。

土地評価に係る実務上重要性の高い事項、話題とされている事項等を中心として、裁決事例や

裁判例（判例）を厳選してご紹介いたします。検討する事例は、次のような論点が争点とされた

り、判断機関（裁判所、審判所）から評価通達や実務問答集等に記載されていない法令解釈等

が示されたものから選定する予定です。

NEW!NEW!

使用
テキスト

講師著書
「難解事例から探る 財産評価のキーポイント」第１～3集(ぎょうせい)をプレゼント!
※再受講割引を適用される方は対象外となりますので、同一の書籍をご持参ください。

第3集
2018 秋
発刊予定


